
 

 

 

[テ ー マ] 「地域で生きる」 

 

[講   師]   美濃部 俊裕氏 

大谷大学 学生支援部 

教職アドバイザー 

 

[開催日時]   平成 27 年 6 月 26 日（金） 

[第１班]午後１時 45 分～午後３時 00 分 

[第２班]午後３時 10 分～午後４時 25 分 

 

[会   場]   株式会社 ピカ コーポレイション 

 

[参 加 者]   職員 [第１班] 38 名  

[第２班] 34 名  計 72 名 

 

 

 

 

                     

 

 

  

 

 

○通学合宿の取組より 
・小学生が自治会館等で生活を共にしながら学校に通う「通学合宿」の取組について

紹介。 
・地域の方とつながることで、子どもたちの自主性や生活力、協調性が身につく。 
・いろんな人に手伝ってもらって子育てをする。 
・こだわりの強い子をはじめ、特別な支援を要する子どもたちを、みんなが受け入れ

理解を深めることが必要である。 
・地域の子どもは地域で育てることが大切である。 

○地域、家庭でのつながりについて 
・家庭や職場の中で自分の弱みを語り合えるという意思の疎通が必要である。 
・叱るだけでは、人は縮む。叱ってばかりでは、劣等感をもたせ、自尊感情が育たな

い。 
・地域、家庭を大事にすることが、職場で気持ちよく仕事をすることにつながる。 

〇人と人とのつながりは、生きていく上で大切なことだと思いました。他人に対して

否定的なことばかり言うのではなくて、一人ひとりいろいろな価値観があるので、

いろんな人とコミュニケーションをとっていくことが大切であることを学んだ。 
〇家庭・地域でのコミュニケーション不足による無関心から脱却することや、共同生

活の重要性がわかった。 
〇地域とつながりを持ち、地域の子どもは地域で育てることが大切であることがわか

った。 

講話の内容 

参加者の感想 

株式会社 ピカ コーポレイション 


